
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

子どもたちが育てた花の苗が地域を変えます・・・ 

花の苗を介した子どもたちと地域の人々との交流を目指し、 

地域と学校との関係づくりを応援します！ 

まちづくり・地域活動はもちろん環境学習の一環として 

『みんなで育てる花いっぱいプロジェクト』に 

参加してみませんか？ 

学校での移植・育苗活動 利活用の事例 

生徒が苗を育てる 

土と種や苗の支給 

子どもたちが育てた花の苗を通して、人々の結びつきや地域の結束力を固めることで地域力の再生を 
図るとともに、都市緑化を推進することで緑豊かなうるおいあるまちづくりが始まることをめざします。 

生徒による苗の移植や種まき 

小・中学校に土と種や苗を支給し、技術支援のもと、学校内で子どもたちが花を育てていくプロジェクトです。 
育てた花の半分は学校内で緑化に利用し、残りは道路などの地域の緑化に活用していきます。 

大阪府（土木事務所）はこの活動を３年間サポートします。 
（４年目以降は大阪府のサポートは無くなり、学校と地域の連携による自主活動となります。） 

学校緑化を通した地域交流 

花づくりを環境学習に！ 
子どもたちは花を通して、植物が生きていること

を知るでしょう。学校での環境学習プログラムの

ひとつとしても活用していただけます。 

プロジェクトで、学校が行う基本的な 
活動は、花苗をポットに植える作業（移

植）と水やり（育苗管理）および、定植

作業です。具体的には、 
 
①スケジュールの打合せ 
②移植作業（種まき） 
③育苗管理（水やりなど） 
④植え付け（定植作業） 
 
をしていただきます。これらの活動を 
大阪府（土木事務所）がサポートします。 
 

①スケジュールの打合せ 
地域と学校と大阪府（土木事 
務所）が連絡を取りあい、打 
合せを行います。そして移植 
作業日等の調整を行います。 

②移植作業（種まき） 
種まき後、大きくなった花苗 
をポットに植え替えます。 
移植作業当日は地域と学校が 
連携して作業を行います。 

2 年目 1 年目 3 年目 4 年目以降 

土木事務所のサポート量 

学校・地域の活動量

③育苗管理 
育苗期間中は、学校が中心と 
なって花苗の世話を行い、必 
要に応じて、土木事務所が技 
術的なサポートを行います。 

④植え付け（定植作業もあり） 
育苗後の花苗は半分を公共空間 
に活用します。その際に立てる 
プレート等（花苗を育てた学 
校の紹介）を作っていただきます。 

活動サポートのイメージ

※土木事務所のサポートは徐々に減り、 

4 年目からは自立した自主活動となります。

※春まきの作業時期に対応したプランも可能です。

地域 

・地域のボランティア 
・アドプト団体 
・⾃治会 
・企業、商店会 
・市役所 等 

府道への植え付け 卒業式に飾る 

〈学校〉 〈公共空間〉 

押し花への活用 地域と連携した駅前ロータリー 

沿道企業と連携した緑化 

 

⼤阪府 
(⼟⽊事務所) 

学校 

道路など地域の 
緑化活動の展開 
緑豊かなうるおいある

まちづくり プロジェクトの目的 

プロジェクトの内容 

■ プロジェクトの連携図 

■ 学校の活動内容 

■ 年間スケジュール（秋まき） 

R７年 R6 年

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 

参加校の決定 

育苗管理 

植え付け 

開花期間 
打合せ等調整期間 

移植作業 

募集要項 

16期校 
（令和６～８年度） 

みんなで育てる 
花いっぱい 
プロジェクト 

（通称：花プロ） 



   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

■ プロジェクトシステム 

継続意思がある場合 

継続意思がない場合 

①参加校の決定 

②花苗の移植作業 

③花苗の育苗管理 

④花の引渡し 

⑤植え付け 

⑥３年間の活動支援期間 

移植作業後～ 

１１月下旬～(目安) 

１２月上旬～(目安) 

１２月上旬～(目安) 

９月下旬～１１月 

４月２５日※ 
※事務所により異なる 
場合あり 

３月下旬 
・プロジェクトの内容、参加申込方法は募集要項および参加  

申込書に記載しています。 
・参加申込書は学校の所在市町村を担当する土木事務所あて

に事前にご相談いただいたうえで、EメールまたはFAX、

郵送にてお送りください。 

・参加校の選考は、参加申込書による書類審査により行いま

す。 

・参加申込書にご記入いただいた内容について、ヒアリング

をさせていただくことがあります。 

・参加校決定にあたっての審査結果は、後日、土木事務所よ

りご連絡します。 
 

・基本的には、生徒と地域の団体やボランティア等が共同で、

水やりなどの育苗管理を行います。 
※必要に応じて、土木事務所が技術的なサポートを行います。 

・育てた花苗を公共空間や学校内の花壇等に植え付けます。 
・公共空間、地域への植え付けは、学校やボランティア、土

木事務所等が事前に調整した植え付けプログラムに基づき

行います。 

・本プロジェクトは３年間の活動支援期間を設けています。 
プロジェクトの途中（１・２年目）で継続意思がなくなっ

た場合は、翌年はプロジェクトを終了することもできます。 
（３年間継続が原則で、やむを得ない場合のみに限ります。） 
・４年目からは自立し、自主活動という形になります。（支援

期間中に、自主活動の体制構築を進めていただきます。） 

・育苗終了後、公共空間で植えられる花苗（約半分）は基本 

的には出荷式・セレモニー等を行い、植え付けを行う団体

へ引渡します。 

４月中旬～８月 
（随時） 

■ 参加申込にあたり 

応募締め切りは4月25日としていますが、申込み状況等により 

募集校数や申込期間等は各土木事務所により異なる場合があり 

ますので、事前に下記土木事務所へお電話でご確認願います。 

※申込状況により、4月25日以降も受付可能な場合があります 

 ので、土木事務所にお問合せください。 

なお、採択にあたっては以下の観点で選考します。 
・ 学校と地域、ボランティア団体等が良好な連携をとれている、
もしくは花苗の移植作業等への参加が継続して望めること。 

・ 学校、地域で作業時の司会・進行・指示等を行っていただくの
で、必要な人数を確保できること。 

・ プロジェクトで育てた花苗の学校や地域での利用方法が明確
であること。 

・ プロジェクトに対する理解度が高いこと。 
・ ４年目以降の自主活動を見据えた取り組み意欲及び長期的な
計画力と実行力を持つこと。 

■ 参加申込方法 

あらかじめ下記土木事務所にご相談いただいたうえで、別紙の参

加申込書に必要事項を記入し、土木事務所の指定期日までにEメ

ールまたはFAX、郵送にてお申込みください。 

・参加が確定した学校は、土木事務所から連絡がありますの

で、打合せ等の日程を調整してください。 

※年度替わりに伴う関係者（学校および地域）の交代等が生

じる場合は、必ず引継ぎをお願いします。 

※必要に応じて、ボランティア等の関係者も含めての打合せ

を行ってください。 

・学校と土木事務所、ボランティア等が学校に集まり、具体

的な移植作業の打合せを行い、作業場所や資材搬入場所等

を確認します。 

・作業当日は、地域と学校が連携し、学校の生徒たちが主体

となって、苗の移植作業を行うことになります。 

■ 注意事項 

・ 申込み多数の場合等、選考の結果もしくはその他の理由によ
り、ご希望に添えないこともございますので、あらかじめご了

承願います。 

・ ご相談や詳細は、下記土木事務所までお尋ねください。 

各 土 木 事 務 所  お 問 合 せ 先 
池田土木事務所 地域支援・防災グループ （電話）072-752-4111 内線375 

茨木土木事務所 地域支援・防災グループ （電話）072-627-1121 内線537 

枚方土木事務所 都市みどり課           （電話）072-844-1331 内線221 

八尾土木事務所 都市みどり課           （電話）072-994-1515 内線197 

富田林土木事務所 地域支援・防災グループ （電話）0721-25-1131 内線204 

鳳土木事務所  地域支援・防災グループ （電話）072-273-0123 内線324 

岸和田土木事務所 地域支援・防災グループ （電話）072-439-3601 内線335 

育苗管理期間 

植え付け 

学校の継続意思の確認 

１・２年目 

３年目 

参加申込書受付開始（HP 更新） 

（概要説明 ※必要に応じて） 

参加申込書受付終了 

書類審査・ヒアリング※必要に応じて 

参加校の決定 

連絡調整 

学校での打合せ 

移植作業当日 

花苗の分配 

（花苗の引渡し） 

地域連携による緑化活動の継続 終了 


